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の菅谷昭市長は記者会見（2015 年 3 月 10 日）に
おいて「帰還を進めるべきではない」と帰還政策
を批判している。確かに「帰還」の現実は厳しい
ものがあり、当事者の苦悩を思うと心が痛むもの
がある。一方で、そうした困難な状況の中におい
ても、現実的な処方箋を模索して、地域の尊厳を
取り戻そうと苦労されている自治体職員の皆さん
の姿もまた尊いものである。けっして両者を対立
的な関係で見てはならない。私としては、双葉 8
町村勉強会に関わって、自治体職員のそのような
努力の姿が被災地の外には伝わって来ていないこ
とを残念に思う。
　国、県、町村においては、被災地の自治体職員
の一生懸命に働く姿を全国に発信していただきた
いと願う。そのような発信を通じて、被災地での
取り組みを下支えする社会的環境が育ってくるの
ではなかろうか。
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